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講師： 中村 征樹 准教授  
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1997年3月 東京大学教養学部 教養学科 科学史・科学哲学分科 卒業  
  
1999年3月 東京大学大学院 総合文化研究科 広域科学専攻 修士課程修了（修士(学術)) 
1999年4月 東京大学大学院 工学系研究科 先端学際工学専攻 博士課程進学  
 （この間、研究指導委託により社会科学高等研究院（パリ）にて1年間研究を行う）  
2002年3月 東京大学大学院 工学系研究科 先端学際工学専攻 博士課程単位取得満期退学  
2002年4月～2006年2月 東京大学大学院 工学系研究科 先端学際工学専攻 助手 
2005年3月 東京大学大学院 工学系研究科 先端学際工学専攻 博士課程 修了（博士（学術）） 
2006年3月～2007年9月 文部科学省科学技術政策研究所 第２調査研究グループ 研究官 
2007年10月～ 大阪大学大学教育実践センター 教育評価部門（2009年4月～ 大阪大学大学
教育実践センター 高等教育研究開発部門に改組） 准教授 
2007年11月～ 大阪大学大学院 文学研究科 文化形態論専攻 哲学講座 現代思想文化学専






























































































































 同年、『Public Understanding of Science』というタイトルの雑誌も出てきて、この理
解増進活動というのが広まってくるんですが、それに対する批判というのもありました。
９３年に理解増進チームというのが科学技術庁にできましたが、その翌年には、Public 
Understanding of Science Engineering and Technologyといっていたものが、Public 



























































































どの「SCIENCE AND SOCIETY」のレポートの中では、科学技術庁によるCoPUS（Committee on 
the Public Understanding of Science）に対する財政支援の必要性を勧告しています。CoPUS
自体は王立協会、王立研究所、英国科学振興協会が母体となっていますが、それに対して
政府としての財政支援をするべきであるということです。 







 これがSciencewiseのホームページです。「Sciencewise - ERC - The UK's national centre 








ソースが取りまとめられています。例えば、「What the Public Say、市民はどういうこと
を言っているのか」というようなコーナーとか、「イベントカレンダー」があったり、「最
新の報告」が掲載されています。これは正式には、Sciencewise Expert Resource Centre for 











































































































































































いうことです。ちょっとよく見てみると、Beacon for Public Engagement、パブリックエ




























ということを見ていきます。パブリックレクチャーとか、“Co-produced research, with the 








































































































































































































































































































ＢＩＳ－Department for Business Innovation and Skills－というものです。 
 額なんですけれどもちょっとすぐには……。 
【質問者Ｃ】  はい、じゃ、後で。 
【中村】  あと、政策立案者、具体的にだれかということなんですけれども、ちょっと
それも後で確認させていただきます、済みません。 
【質問者Ｃ】  はい、じゃ、よろしくお願いいたします。 









【中村】  それはSciencewiseのほうですよね。 
【質問者Ｄ】  こちらの場合はビーコンのほうから、研究者の人たちに対してお金が出
てくると。 





























【質問者Ｄ】  政府のかけ声はありますけれども…。 













【質問者Ｄ】  ありがとうございました。 


























【質問者Ｅ】  ほかの分野でも同じような考えだという理解でよろしいでしょうか。 
【中村】  そうですね、特にコントラバーシャル（論争的）なテーマというのは、その
議論自体を避けていればうまく進むかというと、そういう問題ではないのかなと思います。 
【質問者Ｅ】  ありがとうございました。 

















































































































【中村】  でも、アメリカにしても、やっぱりEthical, Legal and Social Issues (ELSI)















































【質問者Ｇ】  じゃ、どこかで調べたらわかりますね。 
【中村】  はい。 







































【質問者Ｉ】  ありがとうございました。 









【司会】  ほかにないようですので、これで講演会を終了にしたいと思います。 中村
先生、どうもありがとうございました。(拍手) 
 






































































































































































































































































































































































し 決定をなす きだと考える人たちも ますて べ い 。
y 信仰や個人的環境が違うと、異なった意見を持つことが
あります。倫理的問題について考えることには、以下の
点に留意する必要があります。
y 問題がなにか、明瞭に言うこと
y 考えられるさまざまな意見を記述すること
y あなたがどう考えるのか、またそれはなぜかを語ること39
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